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 「卒業生の実践報告会～先輩からのアドバイス～」から 
               教職支援センター 教職アドバイザー 西寺  正 

  「教壇の立ち姿が頼もしい！」「話す内容に力がある！」 

 上記の実践報告会での本学出身の二人の先生の話の感想だ。 

 笑顔が素敵な平岡佳奈先輩（久世西小）は，8年目の先生。担

任の2年の児童をわが子のように日々，笑顔で迎えるための実践

内容が実に計画的･継続的だが，優しい配慮の裏づけがある。 

 若さが凛々しい岡本寛寿先輩（打出中･国語科）は，講師を経

て卒業2年目で，現職を獲得したが在学中の教育実習やアルバイ

トに至るまで教職に就く「意識や自覚」がすこぶる高かった。 

 教員希望者は今後もこれらの機会を見逃さず参加してほしい。 

● 2011年度「運動会」 4 

英語でコミュニケーションが取

れることになったことは本当に

嬉しい。 

子どもたちが成長できる環境を

つくるshadow workが大切なのだ

と気づく。 

生徒に対し臨機応変に受け答え

する対応力が教師にとって必要

なことがわかる。 

先生方はどんな時でも子どもの

目を見て，笑顔で関わっておら

れる。 

夢を実現させるためにも，これ

からもっとたくさんのことを学

び，自分の引き出しを一つ一つ

増やしていく。 

当該記事につきましては、都合により

ホームページ上への掲載を控えさせて

いただきます。 
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 大 谷 教 師 塾 

■ 自分の引き出しを増やす 

                  

                                         歴史学科 第4学年 田中 結衣（たなか ゆい） 

 私は9月の1ヶ月間，小学校の教育実習に行

かせていただきました。実習に向けては，三

つの目標をもって臨みました。一つ目は，で

きるだけたくさんの時間子どもたちと関わる

こと。二つ目は，現場でしか学べないことを

たくさん吸収すること。三つ目は，いつも笑

顔を心掛けることです。実習を終えた今は，

先生方と子どもたちのあたたかさに感謝の気

持ちでいっぱいです。 

担当は5年生でしたが，努めて全ての学年，

クラスに入って授業を参観したり，子どもた

ちと一緒に給食を食べたりしました。参観等

を通して，やはり学年やクラスが違えば，指

導の仕方や子どもとの接し方ももちろん違

い，それに対応してそれぞれの先生方が普段

からさまざまな工夫をしておられるというこ

とがよく分かりました。 

教育実習のなかで特に学ぶことが多かった

のは，研究授業です。個を重視しながら集団

も大切にすること。教える側として，自分が

何を一番大切にして授業を行うのかというこ

と。また，主役である子どもたちの様々な発想

や考え方，感じ方を引き出すこと。こういった

ことを考えながら授業づくりをしていくことの

大切さ，そして難しさを実感しました。 

子どもたちと過ごす毎日はとても刺激があ

り，新しい気付きや発見の連続でした。実際に

教師になれば，もちろん楽しいだけではなく想

像以上につらく，大変だと思います。しかし，

小学校の教師になりたいという気持ちは実習前

よりも一層強くなりました。この夢を実現させ

るためにも，これからもっとたくさんのことを

学び，自分の引き出しを一つ一つ増やしていき

たいと思っています。 

■ 見守ることの大切さを知る  

                  

     教育・心理学科 第3学年 中村 健介（なかむら けんすけ）  

この事について，実習中は特に悩みました。 

 実習中は子どもたちとの関わりはもちろん

の事，先生の言葉かけや視線，表情を観察す

ることにも気をつけました。その中で特に印

象的だったことは，先生方はどんな時でも子

どもの目を見て，笑顔で関わっておられると

いうこと。その繰り返しの中で，子どもに安

心感を与え，信頼関係を築いていくのだと感

じました。 

 実習では悩む事や上手く対応できないこと

が毎日のようにありましたが，それ以上に

「楽しんで学ぶことが出来た」と自分自身で

思っています。実習で学んだこと，感じたこ

とを忘れず心に刻み

込み，今後の教育活

動 に 活 か した い と

思っています。 

 私は，9月5日から16日の2週間，幼稚園実習

に行かせていただきました。その中で学校の授

業とはまた違った視点で学ぶことが出来まし

た。実習初日は子どもたちと仲良くなれるのだ

ろうかと不安な気持ちでいっぱいでした。子ど

もたちも初めて見る私の姿に，誰だろう？と恥

ずかしがっている様子でした。その時お互いに

距離があり，私は「これでは駄目だ。もっと関

わっていこう。」と思い積極的に自ら話しか

け，コミュニケーションを図りました。そし

て，遊びを通してコミュニケーションをとるう

ちに「中村先生あそぼー」というその一言で，

不安が一気に飛んでいきました。 

毎日関わる中で，「見守る」「支援する」

と言う事の難しさを感じました。初めの頃は，

何でも手伝うことが支援だと思っていました。

しかし「出来る事まで手伝うと，子どもが甘

え，自分でやらなくなるよ」と先生から言わ

れ，改めて保育(教育)の難しさを感じると同時

に，一人ひとりによって「支援する際のライン

引き」を考えなければならないと知りました。

小学校教育実習 

を終えて 

幼稚園実習 

を終えて 

おめでとう！！ 

大阪市小学校 

現役合格 

 



任の先生が話したことを，ゆっくりと伝え直

すようにしています。このように，集団の中

では，授業についていくのが困難な子を個別

に支援し，分かりやすく伝えられるように心

がけています。 
 また，子どもたちの中には，学習支援だけ

でなく，生活適応力が低かったり，人間関係

を築く能力やコミュニケーション能力に課題

がある子どももいます。どうしても対象とな

る子どもとばかり関わってしまい，私に“何

とかしてもらえる”という依存心を子どもに

与えがちです。大人が手出し，口出しするこ

とは簡単ですが，それだけでは子どもの成長

を促すことは出来ません。教育活動の中で私

は，子どもたちが成長できる環境をつくる

shadow workが大切なのだと気づきました。 
 先生方に助けていただきながら，日々子ど

もたちから学ばせてもらっています。支援員

としての勤務経験は，実際に小学校の先生に

なり，自分のクラスを持ったとき，絶対に役

立つと100％確信しています。 

私は，今年の4月から週に10時間，京都市

の小学校に総合育成支援員として勤務して

います。以前まで取り組んでいた学生ボラ

ンティアとの違いに，初めは戸惑いまし

た。各教室を回りながら学習の支援をする

には，まず，その子自身の理解を深めなけ

ればならないと考えています。その為に，

子どもたちより早く学校に行き，校門に

立ってあいさつをしたり，休み時間に一緒

に遊んだり，話をしたりすることを心がけ

ています。そして，その子の趣味や特技，

どんな性格で何に興味があるのか，また，

集団の中での位置づけや成長段階などの理

解を深めています。 
 このようにして築いている信頼関係を活

かしながら，「なぜ分からないのか」だけ

ではなく，「どのようにしたら分かるの

か」を考えて支援できるように努めていま

す。 

 例えば，計算が苦手な子には，定規の目

盛りを用いて足したり引いたりするように

促したり，絵や図を使って説明したりして

います。聞き取ることが困難な子には，担

■ 見えてきた教師に必要な力 
         真宗学科 第3学年 大田 正真（おおた まさなお） 

 私は，自分の出身校である，大津市立北大

路中学校にスクールサポーターとして，週二

回行っています。北大路中学校では，主に障

がいのある子どものクラスの授業補助を行っ

ています。 

このボランティアを通して，三つの事を学

びました。一つは，生徒とのコミュニケー

ションの大切さです。私は人とコミュニケー

ションをとる時はいつも受け身になりがちで

すが，学校現場では教師自らが生徒にコミュ

ニケーションを取りに行かなければ，生徒は

教師に対し心を開きません。そこで私は休み

時間などを利用して生徒に積極的に話しかけ

コミュニケーションをとる努力をしました。 

二つは，生徒は予想のつかない行動を取っ

たり，何かをして欲しいと求めて来る時があ

ります。私は，学生なのですが，生徒からす

れば一人の教師として見られています。だか

ら，起こった事を先生に任せるのではなく，

瞬時に判断し自分が対応しなければいけない

事もありました。生徒に対し臨機応変に受け

答えする対応力が教師にとって必要なことだ

とわかりました。    

三つは，クラスの生徒たちは，勉強に対し

て驚く程，真剣な姿勢で臨んでいます。私

は，そのような光景を見て学ぶという事の素

晴らしさ，ありがたさを改めて考えさせられ

ました。ある授業ではほとんどが発問形式で

行われています。先生方は専門分野はもちろ

んの事それ以外に幅広い知識を活用し，そこ

から答えに繋がる発問をされていたのです。

教師には，専門分野だけではなく幅広い知識

を自分に身に付ける必要がありそれを活用す

る活用力が必要であると学びました。 

私はこのボランティアを通して教師になり

たいという気持ちが一層強くなりました。し

かし，気持ちだけでは教師にはなれません。

これからは今以上に勉学に励み，幅広い知識

を身につけたいと考えています。 

■  絶対に役立つ!！１００％の確信 
        教育・心理学科 第3学年 川井 柚香（かわい ゆか） 
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大谷大学教職支援センター 

総合育成支援員 

(京都市） 

スクールサポーター 

（大津市） 
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■ 語学研修で得たもの ① 
       国際文化学科 第3学年 黒川 真衣（くろかわ まい） 

今年の8月7日から27日まで，イギリスのカンタベリーでの

短期語学研修に参加しました。大学の授業で様々な国の文化

について学ぶ中，自分の足で外国の地を踏み，その文化や言

語に触れたいと考えたからです。また，中学の英語科教員免

許を取得したいとも思っており，自

らの英語力向上もその目的のひとつ

でした。 

私が参加した語学研修プログラムでは日本人が多かったの

ですが，他国からの参加者やホストマザーとの交流，他のホ

スト先で一緒に夕食を作るなどイギリスでの生活文化を体で

感じることができました。 

また，他国からの参加者たちは積極的で，授業中に発言す

る機会も多く，彼らに負けないように頑張ろうと思ううちに

自分の発言の機会も増えるようになりました。 

たった3週間の研修で英語がペラペラと話せるようになっ

たわけではありません。しかし，帰国してからオーラル・コ

ミュニケーションの授業やGLOBAL SQUAREで留学生アシスタン

トの方と話す中で，今までよりもが英語で会話ができるよう

になったと感じるとともに，コミュニケーションが取れるよ

うになったということを本当に嬉しく思いました。 

この研修での様々な経験から，今までよりも自分に自信を

持てるようになりました。これからも英語の勉強を続けてい

きたいと思っています。 

採用試験受験対策講座 

 教員採用選考試験の筆記試験対策としてポ

イントを押さえた講座です。講習費の負担額

がこれまでの約1/3になりました。第1学年か

ら第3学年まで、教職を目指す学生は奮って受

講してください。 

 

１ 教職教養対策講座 

 ・日程 2月8日(水）－ 2月10日(金） 

 ・会場 京都ノートルダム女子大学 

２ 一般教養（理数）対策講座 

 ・日程 3月21日（水）－3月23日（金） 

 ・会場 大谷大学 

 

★ ガイダンス（無料） 

 ・12月10日(土）13:10-14:40 

    於 大谷大学 5105教室 

 ・12月19日(月）16:40-18:10 

  於 京都ノートルダム女子大学 R208教室 

 

★ 申込期間 

  11月15日－1月16日 

 

★ 詳しくは 

  教職支援センターまで 

２０１１年度 教育・心理学科運動会 

本番前の打ち合わせ 

閉会式の様子 

みごと 

優 勝 

健闘した 

２位 

惜しくも

３位 

(10月22日) 

黄組 

赤組 

青組 


